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津
軽
家
文
書
解
題

　
　
伝
　
来

　
本
集
に
収
録
し
た
津
軽
家
文
書
は
、
今
次
大
戦
の
戦
禍
を
遁
れ
て
、
東
京
都
新
宿
区
下
落
合
の
津
軽
邸
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
昭
和
二
十
三
年
に
原
蔵
者

津
軽
義
孝
氏
か
ら
、
直
接
当
館
に
引
継
が
れ
た
総
点
数
約
三
、
五
〇
〇
点
に
及
ぶ
文
書
・
記
録
類
で
あ
る
。

　
　
系
　
譜

　
津
軽
藩
は
、
陸
奥
国
高
岡
（
弘
前
）
を
居
城
と
し
て
、
表
高
四
万
六
千
石
、
（
後
七
万
石
を
経
て
十
万
石
と
な
る
）
を
領
知
し
た
大
名
で
あ
る
。
　
津
軽
為
信
を
初
代
と

す
る
こ
の
津
軽
藩
は
、
そ
の
藩
祖
に
多
く
の
異
論
が
あ
る
。
例
え
ば
、
津
軽
氏
を
も
っ
て
南
部
の
一
門
と
し
、
初
代
を
金
沢
右
京
亮
と
す
る
説
と
、
　
「
金
沢
氏
は
津
・

軽
の
後
監
た
り
し
人
、
故
に
津
軽
の
系
譜
に
加
う
べ
き
で
な
い
」
と
い
う
外
崎
覚
氏
の
説
等
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
系
図
及
び
年
譜
等
で
、
歴
代

藩
主
の
略
系
譜
を
示
せ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
津
軽
氏
略
系
図
（
弘
化
三
年
「
系
図
」
に
よ
る
）

　
初
代
　
　
　
二
代
　
　
　
三
代
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
四
代
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
五
代

　
　
為
信
r
信
枚
ー
信
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
政
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
寿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
興

1
信
英

－
信
隆

－
為
節

津
軽
十
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
－
為
経

津
軽
百
助

　
　
　
　
　
　
　
！
為
治

津
軽
喜
左
衛
門
　
ー
ー
可
足

津
軽
大
内
蔵
、

津
軽
外
記

京
都
方
広
寺
住
職

養
源
院
権
僧
正

ー
資
徳
那
須
与
一

－
寿
世
津
軽
式
部

「
著
教

津
軽
内
記

暑

津
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題
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五



津
軽
家
文
書
解
題

九
六

　
　
　
　
六
代
　
　
　
七
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
代
　
　
　
　
　
九
代
　
　
　
　
一
〇
代
　
　
　
　
二
代
　
　
　
　
一
二
代

　
　
　
　
　
i
信
著
f
ー
信
寧
　
　
　
　
　
　
　
　
信
明
オ
旨
啓
丁
親
　
　
！
ー
信
順
－
　
ー
1
順
承
－
・
“
ー
“
承
祐
ー
・
ー
ー
承
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
「
好
塩
石
　

　
　
　
　
　
た
め
の
ぷ
　
　
　
　
　
お
う
ぎ

　
　
初
代
　
為
信
　
幼
名
翁
津
軽
右
京
大
夫
従
四
位
下

　
戦
国
大
名
の
う
ち
戦
略
家
と
し
て
も
名
高
か
っ
た
為
信
は
、
関
白
太
政
大
臣
近
衛
尚
通
の
庶
子
（
一
説
に
は
堀
越
城
主
武
田
紀
伊
守
守
信
の
子
）
と
し
て
天
文
一
九
年

（
蓋
吾
）
に
生
ま
れ
た
。
永
禄
一
〇
年
家
督
相
続
（
実
は
大
浦
城
主
武
田
為
則
の
娘
阿
保
良
姫
聾
養
子
と
の
説
あ
り
）
を
し
た
後
、
石
川
城
攻
撃
か
ら
わ
ず
か
一
七
年
で
津

軽
統
一
事
業
を
な
し
と
げ
、
こ
の
時
か
ら
津
軽
氏
を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
文
禄
三
年
（
蓋
茜
）
豊
臣
秀
吉
よ
り
津
軽
三
郡
と
合
浦
一
円
の
四
万
五
千
石

を
安
堵
さ
れ
、
さ
ら
に
慶
長
六
年
に
徳
川
家
康
よ
り
関
ケ
原
役
の
戦
功
と
し
て
、
上
野
国
勢
多
郡
に
弐
干
石
を
加
増
さ
れ
て
都
合
四
万
七
干
石
を
領
知
す
る
に
至
っ

た
。
慶
長
一
二
年
（
宍
〇
七
）
京
都
に
て
残
。
享
年
五
八
。
謡
瑞
祥
院
。
室
の
由
緒
は
不
詳
で
あ
る
。
　
一
説
に
武
田
為
則
二
女
戌
姫
（
阿
保
良
姫
力
）
・
栄
源
院
。

（
慶
長
一
三
年
卒
）

　
　
　
　
　
の
ぷ
ひ
ら

　
　
二
代
　
信
牧
　
　
（
信
枚
と
も
か
く
）
　
幼
名
平
蔵
従
五
位
下
越
中
守

　
　
　
　
　
の
ぶ
か
ず

　
天
正
一
四
年
（
蓋
益
ハ
）
、
為
信
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
父
為
信
の
残
後
、
遺
命
に
よ
り
慶
長
↓
二
年
（
宍
。
七
）
襲
封
。
同
二
二
年
入
部
し
、
慶
長
一
六
年
（
蓋
一
）

に
は
、
そ
の
居
城
も
堀
越
か
ら
高
岡
城
（
弘
前
）
に
移
っ
た
。
以
後
寛
永
八
年
（
宍
…
）
正
月
江
戸
で
卒
す
る
ま
で
の
二
四
年
間
創
業
期
の
藩
政
を
あ
ず
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
て

享
年
四
六
。
譲
　
津
梁
院
。
室
は
徳
川
家
康
の
養
女
満
天
姫
（
下
総
関
宿
城
主
松
平
因
幡
守
康
元
の
第
三
女
）
。
葉
縦
院
（
寛
永
一
五
年
卒
）
。

　
　
　
　
　
の
ぶ
よ
し

　
　
三
代
　
信
義
　
幼
名
平
蔵
従
五
位
下
土
佐
守

　
信
牧
嫡
男
と
し
て
元
和
五
年
（
宍
冗
）
正
月
弘
前
に
生
ま
れ
、
寛
永
八
年
遺
領
を
継
ぎ
、
同
一
〇
年
一
〇
月
入
国
。
寛
永
一
一
年
土
佐
守
に
任
じ
、
明
暦
元
年



（
芙
蓋
）
　
一
一
月
、
三
七
歳
を
も
っ
て
江
戸
に
お
い
て
卒
。
自
撰
歌
集
「
愚
詠
和
歌
集
」
の
名
を
も
っ
■
て
知
ら
れ
る
如
く
、
中
院
通
茂
の
門
人
で
歌
道
を
奨
励
す
る

一
方
、
画
も
よ
く
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
文
人
で
も
あ
っ
た
。
誰
　
桂
光
院
。
室
は
松
平
図
書
康
久
女
。
慶
林
院
（
貞
享
三
年
卒
）
。

　
　
　
　
　
の
ぶ
ま
さ

　
　
四
代
　
信
政
　
幼
名
平
蔵
従
五
位
下
越
中
守

　
正
保
三
年
（
一
六
輿
）
七
月
生
。
明
暦
二
年
遺
領
を
継
ぎ
、
万
治
元
年
閏
二
一
月
越
中
守
に
任
ず
。
そ
の
治
世
五
四
年
問
に
文
武
の
振
興
．
新
田
開
発
．
林
政
等
に

功
績
あ
り
。
と
く
に
儒
学
・
神
道
の
造
詣
に
お
い
て
当
代
大
名
中
特
筆
す
べ
き
人
物
で
あ
る
こ
と
遮
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
寛
文
元
年
に
入
部
の
日
よ
り
始
ま
る

御
日
記
に
よ
っ
て
、
時
の
治
政
全
般
を
知
り
う
る
。
山
鹿
素
行
の
「
中
朝
事
実
」
　
「
聖
教
要
録
」
等
の
諸
本
は
、
こ
の
時
期
に
弘
前
で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

宝
永
七
年
（
至
○
）
卒
。
享
年
六
五
。
』
誰
　
妙
心
院
。
死
後
高
照
神
社
に
杞
り
、
後
に
藩
祖
為
信
を
合
祀
し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
が
第
二
の
藩
祖
と
い
わ
れ
る
ゆ
え

ん
で
あ
ろ
う
。
室
は
増
山
弾
正
少
弼
正
利
女
。
涼
松
院
（
寛
文
一
三
年
卒
）
。

　
　
　
　
　
の
ぶ
ひ
さ
　
　
　
　
の
ぶ
し
げ

　
　
五
代
　
信
寿
　
初
め
信
重
幼
名
平
蔵
出
羽
守
後
土
佐
守
竹
翁
ま
た
栄
翁

寛
文
九
年
（
菱
）
五
星
・
貞
享
元
隻
一
戸
出
翌
惹
≡
年
土
佐
守
に
隻
、
宝
永
七
年
四
四
歳
毒
艇
、
正
徳
二
窪
初
入
国
し
た
．
享
保
九

年
に
は
名
乗
を
信
寿
と
改
め
、
同
一
六
年
五
月
に
隠
居
、
同
年
七
月
剃
髪
し
て
竹
翁
と
称
し
、
元
文
二
年
六
月
に
は
、
ま
た
栄
翁
と
改
名
し
て
い
る
。
延
山
。
子
三
年
に

七
八
歳
で
病
残
し
た
。
歴
代
藩
主
の
中
で
も
と
く
に
文
武
に
秀
れ
、
絵
入
俳
書
「
独
楽
従
然
草
」
の
編
集
、
藩
の
正
史
「
津
軽
一
統
志
」
の
編
纂
（
山
。
子
保
一
六
年
）
な

ど
で
知
ら
れ
・
武
芸
で
も
一
刀
流
を
学
ん
で
免
許
皆
伝
を
う
け
て
い
る
・
誰
玄
圭
院
。
．
室
は
松
平
宮
内
少
輔
忠
尚
女
曾
渡
姫
。
法
雲
院
（
享
保
一
四
年
卒
）
。

　
　
　
　
　
の
ぶ
お
き

　
　
　
　
　
信
興
　
幼
名
磐
麻
呂
従
五
位
下
右
京
亮
越
中
守

　
元
禄
八
年
（
宍
登
）
七
月
生
。
宝
永
七
年
一
二
月
越
中
守
と
な
る
。
享
保
一
六
年
（
一
七
…
と
月
三
六
歳
で
早
世
し
、
受
封
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
誰
瑞
厳
院
。

室
は
太
政
大
臣
近
衛
家
熈
の
猶
子
綱
姫
（
実
は
醍
醐
大
納
言
冬
基
女
）
。
梅
応
院
（
山
。
子
保
，
一
四
年
卒
）
。

津
軽
家
文
書
解
題

九
七



津
軽
家
文
書
解
題

九
八

　
　
　
　
　
の
ぷ
あ
き

　
　
六
代
　
信
著
　
従
五
位
下
幼
名
勝
千
代
出
羽
守

由
、
子
保
四
年
（
葦
二
星
．
父
藩
ハ
阜
世
に
吉
、
山
。
子
保
芙
年
吾
祖
父
信
寿
の
隠
居
と
同
鷺
西
歳
で
家
督
相
続
し
た
・
同
年
三
月
出
羽
守
窪

じ
、
墾
。
子
元
年
五
月
弘
前
大
火
の
直
健
入
部
し
奈
、
そ
の
一
謂
後
に
二
六
馨
病
死
し
た
．
譲
顕
休
院
．
室
は
有
馬
玄
蕃
頭
則
維
の
妻
美
知
姫
・
懲

院
（
宝
暦
四
年
卒
）
。

　
　
　
　
　
の
ぶ
や
す

　
　
七
代
　
信
寧
　
従
五
位
下
幼
名
岩
松
　
土
佐
守
右
京
亮
　
出
羽
守
越
中
守

一
斐
四
年
（
ヨ
、
充
）
生
．
塵
。
子
元
年
澱
護
這
蓼
攣
宝
暦
三
年
二
一
呈
佐
守
径
じ
、
同
奉
五
暑
入
国
・
宝
暦
七
年
砦
棄
同
八
年

出
翌
さ
ら
髪
杢
年
越
中
守
と
馨
．
在
晴
乳
井
貢
に
よ
る
宝
暦
改
蒙
行
わ
れ
を
明
和
三
年
の
奄
震
翫
馨
の
災
害
霜
次
ぎ
多
讐

治
世
で
あ
っ
た
。
天
明
四
年
（
麦
四
）
江
戸
で
卒
。
享
年
四
六
歳
。
謹
　
戒
光
院
。
室
は
松
平
大
和
守
明
矩
女
翼
姫
Q
真
寿
院
（
文
化
六
年
卒
）
。

　
　
　
　
　
の
ぶ
は
る

　
　
八
代
、
信
明
　
幼
名
熊
五
郎
後
に
松
五
郎
従
五
位
下
出
羽
守
土
佐
守

宝
暦
δ
年
（
薯
）
育
量
前
で
出
生
．
案
六
年
従
五
位
下
出
羽
守
と
な
り
、
天
明
元
年
に
土
佐
守
に
任
じ
、
天
明
四
隻
月
襲
封
・
同
八
月
入
国
し

た
。
実
学
と
武
芸
と
を
奨
励
し
、
大
い
に
風
俗
の
矯
正
、
綱
紀
の
粛
正
を
図
っ
た
。
寛
政
三
年
（
一
茎
）
七
月
江
戸
に
て
卒
す
。
享
年
三
二
・
誰
　
体
孝
院
・
室
は

松
平
大
和
守
朝
矩
女
喜
佐
姫
。
瑠
池
院
（
天
保
八
年
卒
）
。

　
　
　
　
　
や
す
ち
か

　
　
九
代
　
寧
親
　
幼
名
和
三
郎
従
五
位
下
出
男
守
従
四
位
下
越
中
守
侍
従
右
京
大
夫

明
聖
年
（
萎
）
分
知
黒
石
藩
の
六
代
藩
主
津
軽
左
近
蓋
．
茜
男
と
し
て
出
生
し
、
案
七
年
家
篇
続
の
後
、
本
薙
軽
信
明
の
査
養
子
と
し
て
寛
政
三

年
襲
封
。
同
年
出
羽
守
に
任
じ
、
同
四
年
入
部
、
同
八
年
越
中
守
と
な
る
。
文
化
二
年
五
月
に
は
表
高
四
万
六
干
石
（
四
万
七
千
石
の
内
千
石
上
ケ
地
と
な
る
）
が
・

幾
塁
、
、
、
備
の
功
と
し
て
七
万
石
に
加
増
さ
れ
、
さ
ら
に
同
年
五
年
三
是
策
西
蝦
鑑
再
警
固
の
た
姓
、
一
〇
万
石
に
高
直
し
嚢
・
従
四
位
歪
鰹



’

ら
れ
た
。
文
政
三
年
に
■
は
蝦
夷
地
鎮
定
の
功
に
よ
り
侍
従
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
施
政
の
面
で
は
藩
校
稽
古
館
の
創
設
と
寛
政
律
の
完
成
、
備
荒
や
藩
士
在
村
に
よ
る
新

開
奨
励
な
ど
に
特
筆
す
べ
き
も
の
が
多
い
。
文
政
八
年
四
月
隠
居
し
、
右
京
大
夫
と
な
り
、
天
保
四
年
五
月
桃
翁
と
号
し
た
。
同
六
月
剃
髪
し
、
数
目
に
し
て
七
三

歳
で
卒
。
誰
　
上
仙
院
。
室
は
杉
浦
丹
波
守
正
勝
女
伊
祢
姫
。
薫
心
院
（
天
保
一
二
年
卒
）
。

　
　
一
〇
代
　
儲
熈
　
幼
名
雅
之
助
　
従
五
位
下
　
大
隅
守
　
従
四
位
下
　
越
中
守
　
侍
従
　
出
羽
守

寧
親
第
享
と
髪
寛
政
三
年
（
垂
）
星
ま
れ
る
．
文
化
二
年
大
隅
守
窪
じ
、
文
政
七
年
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
同
八
年
家
督
相
続
．
同
年
五
月
初

入
国
し
、
越
中
守
に
改
め
る
。
文
政
一
〇
年
将
軍
家
斉
の
位
階
昇
進
祝
賀
の
際
、
猿
輿
を
用
い
た
た
め
、
同
年
四
月
逼
塞
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
問
も
な
く
（
三
ヶ
月

後
）
御
免
と
な
る
・
天
保
五
年
一
二
月
侍
征
に
任
じ
、
同
一
〇
年
三
月
隠
居
し
て
如
海
と
号
レ
、
弘
化
二
年
出
羽
守
に
改
む
。
文
久
二
年
（
至
e
一
〇
月
卒
。
享
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
　
　
　
　
　
　
　
や
す

六
三
。
譲
寛
廣
院
。
室
は
田
安
中
納
言
斉
匡
女
金
姫
（
始
め
欽
姫
）
。
仙
櫻
院
（
嘉
永
四
年
卒
）
。

　
　
一
一
代
　
鷹
藤
　
新
之
助
後
順
徳
左
近
将
監
　
従
五
位
下
　
大
隅
守
従
四
位
下
越
中
守
　
侍
従
和
泉
守

　
松
平
伊
豆
守
信
明
（
三
河
国
吉
田
藩
主
）
第
三
子
と
し
て
寛
政
一
二
年
（
天
O
O
）
に
生
ま
れ
、
文
政
四
年
支
封
津
軽
甲
斐
守
親
足
養
子
と
な
っ
て
、
同
七
年
初
御
目

見
、
同
八
年
甲
斐
守
親
足
の
家
督
を
相
続
し
、
左
近
将
監
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
次
い
で
天
保
一
〇
年
本
藩
一
〇
代
椿
主
信
順
養
子
と
な
り
襲
封
す
。
天
保
二
二
年
に
順

承
大
學
と
略
、
同
年
入
部
し
た
．
弘
化
元
年
従
四
位
歪
鰹
盈
、
塵
年
越
中
守
嘉
永
三
年
侍
従
窪
じ
、
安
政
六
年
隠
居
莚
元
窪
和
泉
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん

と
な
る
。
慶
応
元
年
（
天
査
）
二
月
卒
。
享
年
六
六
。
誰
　
政
徳
院
。
室
は
有
馬
兵
庫
頭
氏
貞
妹
泉
姫
。
彰
信
院
（
嘉
永
元
年
卒
）
。

　
　
　
　
　
　
つ
ぐ
と
み

　
　
　
　
　
・
承
祐
　
幼
名
武
之
助
大
隅
守

　
家
門
津
軽
直
記
順
朝
嫡
男
と
し
て
、
天
保
九
年
（
杢
八
）
二
月
に
生
ま
れ
る
。
同
一
四
年
本
藩
二
代
藩
主
順
承
の
仮
養
子
と
な
り
、
弘
化
三
年
に
は
正
式
に
智

養
子
と
な
る
。
嘉
永
六
年
二
月
初
め
て
御
目
見
、
同
年
一
一
月
大
隅
守
に
任
じ
、
安
政
元
年
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
が
、
安
政
二
年
（
天
蓋
）
七
月
家
督
相
続
せ

津
軽
家
友
書
解
題

九
九
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津
軽
家
文
書
解
題

一
〇
〇

ず
し
て
一
八
歳
で
早
世
。
謹
　
有
孝
院
。

　
　
　
　
　
　
つ
ぐ
あ
き
ら

　
　
一
二
代
　
承
昭
　
幼
名
寛
五
郎
初
め
護
明
　
後
承
烈
従
五
位
下
従
四
位
下
土
佐
守
越
中
守
侍
従
左
近
衛
権
少
将
　
弘
前
藩
知
事

　
天
保
一
一
年
（
甚
○
）
細
川
越
中
守
斉
護
（
肥
後
熊
本
藩
主
）
四
男
と
し
て
生
ま
れ
、
安
政
四
年
六
月
二
代
順
承
女
常
姫
の
智
養
子
と
な
り
・
承
烈
と
改
名
し

た
。
同
年
一
二
月
土
佐
守
、
翌
五
年
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
安
政
六
年
二
月
家
督
を
相
続
し
た
。
同
時
に
越
中
守
に
任
じ
、
承
昭
と
名
乗
る
・
同
年
二
一
月
侍
従
・

元
治
元
年
左
近
衛
権
少
将
と
な
る
。
明
治
元
庫
に
は
奥
羽
鎮
撫
の
功
に
よ
り
高
一
万
石
永
世
下
賜
さ
れ
、
，
同
年
一
二
月
に
奥
州
触
頭
と
な
る
・
同
三
年
に
初
代
弘
前

藩
知
事
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
明
治
一
七
年
に
伯
爵
と
な
り
、
正
二
位
を
授
け
ら
れ
、
勲
二
等
に
叙
せ
ら
れ
た
。
大
正
五
年
（
充
宍
）
七
月
卒
。
享
年
七
七
・
詮
　
寛
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま

院
。
室
は
順
承
女
常
姫
（
始
め
玉
姫
）
。
明
光
院
（
文
久
元
年
卒
）
。

　
　
，
文
書
の
概
要

　
本
史
料
目
録
に
収
め
た
津
軽
家
文
書
は
、
現
存
す
る
津
軽
藩
関
係
史
料
の
約
三
分
の
一
と
目
さ
れ
て
い
を
文
書
・
記
録
類
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
津
軽
藩
史
料
の
多
く
は
、
寛
永
四
年
（
一
杢
七
）
八
月
の
落
雷
に
よ
る
天
守
閣
炎
上
と
、
宝
暦
年
中
に
乳
井
貢
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
旧
記
類
の
焚
書
で
焼

失
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
た
ま
た
ま
当
館
の
参
考
図
書
と
し
て
架
蔵
し
て
い
る
「
寛
政
三
年
ラ
丸
御
宝
蔵
御
書
物
轟
道
具
目
録
」
に
よ
ぞ
照
合
す
る
と
・
、

絵
図
の
一
部
を
除
く
大
部
分
が
、
当
館
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
つ
ま
り
、
二
度
の
焼
失
を
免
か
れ
て
国
元
の
コ
あ
丸
御
宝
蔵
」
に
納
め
ら
れ

．
て
い
た
も
の
が
、
い
つ
の
時
代
に
か
江
戸
の
藩
邸
に
運
ば
れ
今
目
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
コ
あ
丸
御
宝
蔵
」
文
書
を
含
む
当
館
に

移
管
さ
れ
た
津
軽
家
文
書
は
、
麺
い
藩
贅
料
の
蔀
で
あ
ぞ
、
こ
走
樂
支
配
に
関
す
る
も
の
は
難
で
あ
る
・
そ
の
森
分
の
藩
贅
凝
采

地
で
あ
る
弘
前
の
市
立
図
書
館
榛
存
さ
れ
て
い
る
．
中
で
も
弘
前
市
立
図
書
館
所
勢
四
代
肇
信
勢
入
国
の
旦
寛
文
元
年
）
吉
初
薯
．
「
御
国
日
記
」

及
び
「
江
戸
日
記
」
合
わ
せ
て
約
四
、
五
〇
〇
冊
姦
め
、
御
用
格
・
御
用
留
凄
記
秘
鑑
・
年
代
記
簾
そ
の
中
繁
な
す
あ
で
』
あ
両
蓼
合
わ
せ
て
始
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」

め
て
、
一
藩
の
大
名
文
書
と
い
う
こ
と
が
で
き
を
で
あ
ろ
う
。
同
図
書
館
所
蔵
史
料
は
、
　
「
弘
前
図
書
館
郷
土
資
料
目
録
」
　
（
既
刊
四
冊
、
昭
和
三
五
年
～
三
九
年
）

で
概
要
が
判
明
す
る
の
で
、
こ
れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
そ
こ
で
本
目
録
に
収
載
さ
れ
た
文
書
・
記
録
類
は
、
古
く
は
永
享
・
宝
徳
の
「
口
宣
案
」
及
び
天
正
・
慶
長
期
の
「
御
内
書
」
が
数
点
含
ま
れ
て
い
る
ほ
か
は
、

年
代
的
に
は
寛
永
以
降
明
治
に
至
る
、
主
と
し
て
徳
川
中
期
以
後
の
史
料
が
そ
の
大
宗
を
な
し
て
い
る
。
内
容
的
に
は
系
譜
・
由
緒
書
及
び
藩
史
等
が
比
較
的
整
備

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
蝦
夷
地
警
衛
A
新
田
開
発
、
江
戸
藩
邸
に
関
す
る
絵
図
類
な
ど
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
藩
主
自
ら
学
ん
だ
山
鹿
流
・
山
本
勘
介
流
を

中
心
と
す
る
兵
法
に
関
す
る
兵
書
・
武
術
書
類
及
び
儒
学
の
書
籍
な
ど
も
多
い
。
ま
た
対
南
部
関
係
を
示
す
い
わ
ゆ
る
相
馬
大
作
一
件
や
戊
辰
戦
争
関
係
文
書
は
、

当
時
の
藩
情
を
知
る
好
箇
の
史
料
で
あ
ろ
う
。

　
以
下
こ
れ
ら
に
つ
い
て
項
目
順
に
概
述
す
る
。

　
　
文
書
の
分
類

　
　
①
　
領
知
関
係
史
料

　
寛
文
四
年
四
代
家
綱
を
初
め
と
す
る
領
知
朱
印
状
・
判
物
の
原
本
と
、
そ
れ
ら
の
写
、
及
び
領
知
目
録
が
、
原
本
・
写
共
に
完
備
し
て
い
る
。
こ
の
領
知
状
は
、

元
来
版
籍
奉
還
の
際
に
領
知
確
認
の
証
と
し
て
明
治
政
府
に
提
出
し
た
は
ず
の
も
の
で
あ
る
が
、
い
か
な
る
理
由
で
、
下
附
さ
れ
た
本
証
が
、
し
か
も
歴
代
の
も
の

す
べ
て
が
津
軽
家
に
残
っ
た
も
の
か
は
判
明
し
な
い
。
な
お
領
知
状
が
一
二
代
家
斉
ま
で
は
朱
印
状
、
家
慶
以
後
は
判
物
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
の
は
、
文
化
五
年

一
〇
万
高
直
し
に
よ
る
津
軽
家
の
家
格
昇
進
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
御
朱
印
改
」
と
し
て
掲
げ
た
項
は
、
分
知
さ
れ
た
津
軽
伊
織
家
が
元
禄
三
年
断
絶
し
、
上
知
し
た
以
後
の
領
知
状
の
記
載
が
「
津
軽
郡
一
円
」
と
さ
れ
て
い
な

い
の
に
対
し
て
種
々
訴
願
を
提
出
し
た
関
係
の
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
・

津
軽
家
文
書
解
題

一
〇
一



津
軽
家
文
書
解
題

一
〇
二

　
　
ま
た
領
知
状
下
附
の
際
、
藩
が
提
出
す
る
郷
村
育
同
辻
帳
も
こ
こ
に
分
類
し
た
。
ち
な
み
に
貞
享
元
年
の
郷
村
帳
を
み
る
と
、
表
高
は
四
万
七
干
石
（
陸
奥
国
津
軽

郡
一
円
四
万
五
千
石
上
野
国
勢
多
郡
の
内
弐
千
石
ー
合
二
ニ
ケ
四
村
）
に
対
し
、
新
田
高
が
津
軽
郡
に
約
一
〇
万
九
、
八
五
〇
石
、
上
野
国
に
四
八
O
石
で
合
約
二
万

石
と
な
り
、
裏
高
は
一
五
万
七
千
石
ま
で
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
「
所
替
一
件
」
と
し
て
収
め
た
史
料
は
、
元
和
五
年
七
月
、
福
島
左
衛
門
太
夫
政
則
が
、
領
国
安
芸
靴
周
防
を
改
易
と
た
り
、
弘
前
に
配
流
し
・
代
わ
り
に
・

津
軽
氏
が
一
〇
万
石
の
格
を
も
っ
て
信
濃
国
川
中
嶋
（
最
初
は
越
後
）
に
国
替
さ
れ
よ
う
と
し
た
一
件
に
関
す
る
も
の
で
、
こ
の
時
藩
主
信
枚
は
、
は
じ
め
幕
命
を

う
け
て
、
家
臣
に
転
封
に
当
．
て
の
諸
指
令
を
出
し
て
い
る
．
し
か
し
そ
の
直
後
に
信
枚
は
、
津
軽
の
領
地
が
表
高
こ
茜
万
華
石
で
あ
る
が
、
実
高
建
か
に

」
○
万
石
を
超
え
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
祖
先
の
土
地
を
離
れ
る
こ
と
の
不
都
合
等
を
理
由
に
、
不
本
意
を
表
明
し
、
急
遽
、
重
臣
服
部
長
門
・
白
取
瀬
兵
衛
等
を

江
戸
へ
出
立
さ
せ
、
遂
に
転
封
は
中
止
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
経
緯
は
「
信
枚
公
御
代
目
記
」
　
〔
二
九
〕
（
交
書
番
・
万
、
以
下
同
断
）
等
に
詳
記
さ
れ
て
い
る
・
な
お
文

化
五
年
一
二
贔
夷
地
再
永
警
固
の
た
竺
○
万
逗
加
増
さ
れ
た
時
の
関
係
史
料
も
「
高
直
」
と
し
て
・
と
も
雰
類
し
亀
．

そ
の
他
、
文
化
δ
年
暴
奉
行
吉
提
出
し
た
「
御
郡
中
村
桑
臼
上
帳
」
及
び
元
禄
国
絵
図
調
製
の
際
の
道
程
絵
図
・
禽
図
唐
擦
る
弘
前
城
下
図
奮

宜
上
こ
の
項
に
編
入
し
て
あ
る
。

　
　
ω
藩
侯
関
係
史
料

　
こ
こ
で
は
津
軽
家
の
系
譜
類
と
、
歴
代
藩
主
及
び
そ
の
宗
。
親
族
の
公
私
に
わ
た
る
生
活
に
関
係
あ
る
史
料
を
載
せ
た
が
、
と
く
に
勤
役
の
関
係
史
料
は
、
別
項

目
を
立
て
た
。

　
　
「
系
譜
」
で
は
、
藩
祖
系
譜
が
多
く
、
歴
代
系
譜
と
し
て
は
、
寛
政
年
間
ヱ
幕
府
へ
の
家
譜
差
出
の
際
の
作
成
に
係
る
も
の
及
び
そ
れ
以
後
の
も
の
が
多
い
。
と

く
に
系
図
改
に
つ
い
て
は
、
津
軽
家
と
近
衛
家
と
の
関
係
を
示
董
料
奎
軸
窪
し
、
こ
走
「
築
天
年
御
系
胤
改
詣
近
衛
龍
山
様
吉
賜
嘗
し
御
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状
写
」
〔
三
〇
八
O
〕
に
は
「
政
信
は
近
衛
尚
通
公
猶
子
た
る
に
問
違
ひ
な
し
」
と
記
し
て
、
そ
の
関
係
を
説
明
し
て
い
る
。

　
明
治
に
入
っ
て
か
ら
は
、
国
史
編
集
の
た
め
に
、
修
史
館
よ
り
系
図
提
出
を
命
ぜ
ら
れ
た
時
の
書
類
も
比
較
的
よ
く
揃
「
っ
て
ヤ
る
。

　
「
家
督
」
で
は
分
家
の
相
続
も
含
め
、
ま
た
参
勤
の
際
に
提
出
し
た
仮
養
子
願
を
重
出
し
た
。
詳
細
は
「
参
勤
」
の
項
を
参
看
さ
れ
た
い
。

　
「
官
位
」
の
項
に
は
・
慶
長
五
年
初
代
為
信
が
右
京
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
た
口
宣
案
を
初
め
、
歴
代
藩
主
の
口
宣
案
・
位
記
・
宣
旨
と
、
官
位
昇
進
の
際
の
譜
手
続

並
び
に
官
物
且
録
を
配
列
し
た
。
、
な
お
本
文
書
中
最
も
古
い
「
永
享
六
年
源
家
光
任
右
京
亮
口
宣
案
」
と
「
宝
徳
三
年
源
家
信
任
右
京
亮
口
宣
案
」
と
を
藩
祖
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

か
わ
る
も
の
と
し
て
こ
の
項
の
冒
頭
に
掲
げ
た
。

　
「
吉
凶
・
仏
事
」
の
項
の
う
ち
祝
儀
関
係
は
、
主
と
し
て
袖
留
・
前
髪
執
・
婚
礼
等
の
公
儀
に
対
し
て
の
伺
書
な
ど
で
あ
っ
て
、
そ
の
規
式
に
関
す
る
も
の
は
き

規
式
の
項
に
譲
っ
た
。
婚
姻
の
大
部
分
は
、
田
安
家
よ
り
入
嫁
し
た
一
〇
代
藩
主
信
順
の
妻
欽
姫
と
、
鎌
姫
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
疾
病
」
の
中
に
、
藩

侯
の
も
の
の
外
、
便
宜
上
将
軍
の
病
気
平
癒
祈
願
を
も
含
め
て
あ
る
こ
と
を
断
わ
っ
て
お
く
。

　
「
規
式
」
で
は
禁
裏
・
公
儀
に
対
す
る
も
の
と
、
藩
主
自
身
の
も
の
と
に
区
分
し
、
　
「
賞
罰
」
に
は
、
一
〇
代
信
順
が
文
政
一
〇
年
将
軍
家
斉
の
位
階
昇
進
祝
賀
・

の
際
、
猿
輿
を
用
い
た
た
め
、
逼
塞
を
命
ぜ
ら
れ
た
時
の
心
得
方
並
び
に
諸
儀
礼
伺
書
を
収
め
た
。

「
衡
書
」
は
、
土
産
献
上
隼
嚢
び
三
季
（
暑
中
寒
宇
馨
）
の
答
礼
状
で
あ
る
が
、
と
く
に
秀
吉
案
印
状
（
四
通
）
・
判
物
（
一
通
）
は
、
九
戸
討
伐

軍
令
状
・
巣
鷹
商
売
停
止
令
・
鷹
宿
継
送
令
状
等
、
、
内
容
的
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
殊
に
そ
の
う
ち
一
通
の
宛
名
が
、
津
軽
右
京
亮
で
な
く
、
南
部
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
藩
祖
に
関
す
る
疑
問
に
も
か
か
わ
る
史
料
で
あ
ろ
う
。
な
お
末
尾
に
、
鷹
献
上
に
つ
い
て
の
南
部
右
京
亮
宛
織
田
信
雄
の
答
礼
状
を
付
載
し
た
。

　
「
御
日
記
」
の
項
の
う
ち
・
　
「
為
信
公
御
代
目
記
」
か
ら
「
信
寧
公
御
代
目
記
」
ま
で
は
、
後
年
の
編
纂
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
天
明
か
ら
文
化
度
の
在
姻
・

在
府
日
記
は
九
代
寧
親
自
筆
の
日
記
で
、
記
載
記
事
も
身
辺
記
事
か
ら
藩
政
一
般
に
及
び
、
唖
史
料
的
価
値
は
高
い
。

津
軽
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「
屋
敷
」
欄
係
の
史
料
は
国
元
の
屋
敷
に
関
す
る
も
の
は
少
な
く
、
大
方
は
江
戸
の
藩
邸
の
も
の
で
あ
る
。
「
屋
敷
図
」
で
は
、
寛
文
期
の
屋
敷
図
を
始
め
、
上
・

中
．
下
屋
敷
の
屋
敷
地
と
、
そ
の
普
請
関
係
の
も
の
が
多
い
。
と
く
に
文
政
一
〇
年
戸
越
屋
敷
一
件
は
「
柳
原
中
屋
敷
御
用
二
付
差
上
、
代
地
と
し
て
戸
越
屋
敷
を

拝
領
」
す
る
過
程
を
知
り
£
鍾
料
で
あ
る
．
な
お
、
富
田
屋
敷
は
足
軽
屋
敷
が
あ
・
た
現
弘
前
市
内
富
田
町
で
あ
葛
患
わ
れ
る
が
・
未
だ
そ
の
所
在
罐

認
し
て
い
な
い
。

　
　
③
勤
役
関
係
史
料

　
勤
役
中
、
津
軽
藩
に
ど
っ
て
最
大
の
出
動
は
、
蝦
夷
地
の
警
固
で
あ
る
。
本
州
の
最
北
端
に
位
す
る
当
藩
は
、
寛
文
九
年
の
蝦
夷
蜂
起
以
来
、
そ
の
鎮
圧
及
び
警

備
の
任
に
当
り
、
そ
の
関
係
史
料
約
三
盲
数
十
点
は
、
本
文
書
中
で
も
と
く
に
ま
と
ま
っ
七
い
る
史
料
の
一
つ
で
あ
る
。

　
寛
政
九
年
九
月
幕
命
に
よ
っ
て
箱
館
塾
一
、
口
備
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
寛
政
二
年
に
一
時
免
ぜ
ら
れ
た
が
、
文
化
元
年
八
月
に
は
、
再
び
南
部
藩
と
と
も
に
、
永
久

東
蝦
夷
地
警
備
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
功
に
よ
り
翌
年
五
月
七
万
石
に
、
さ
ら
に
同
五
年
に
は
、
永
久
西
蝦
夷
地
警
備
を
命
ぜ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
一
〇
万
石
高
直
し

と
な
・
花
こ
の
間
の
松
前
入
用
・
勤
番
所
御
固
人
数
・
武
器
調
・
絵
図
釜
、
警
鍾
関
す
る
も
の
絵
か
・
寛
政
五
年
の
蘭
焚
来
塑
件
書
響
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
項
に
収
載
の
近
藤
重
蔵
の
蝦
夷
図
・
樺
太
図
と
、
秦
穏
丸
の
「
蝦
夷
島
奇
観
」
は
珍
本
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
順
序
は
前
後
す
る
が
、
こ
の
ほ
か
「
勤
役
」
の
中
で
は
、
　
「
御
手
伝
普
請
」
の
項
に
収
め
た
安
永
四
年
の
甲
州
川
々
川
除
御
手
伝
普
請
勘
定
帳
－
（
八
冊
）
は
大
部

の
も
の
で
、
使
用
材
料
の
数
量
・
価
格
塁
る
毒
詳
鯉
記
入
さ
発
好
史
料
で
あ
る
・
「
御
預
人
」
は
・
元
和
七
年
会
計
上
朶
始
末
か
窃
嬰
命
慧
れ

た
美
濃
代
纂
原
袈
盛
清
の
孫
覆
套
嚢
と
、
築
三
年
朝
鮮
と
の
外
交
文
書
藍
の
罪
髪
り
津
軽
緩
説
た
、
宗
対
馬
守
家
老
柳
川
豊
前
調
興
及

び
梶
川
左
門
等
の
、
御
預
け
よ
り
病
死
ま
で
の
経
緯
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。

　
　
㈲
法
制
関
係
史
料

F



　
法
制
史
料
は
、
「
幕
法
」
と
「
藩
法
」
及
び
「
職
制
」
に
大
別
し
た
。
　
「
幕
法
」
に
は
寛
永
三
年
以
降
の
武
家
諸
法
度
を
初
め
、
供
奉
条
目
．
諸
士
法
度
等
が
あ

る
が
、
中
で
も
御
仕
置
定
書
・
刑
法
大
秘
を
含
む
刑
法
秘
書
な
ど
が
比
較
的
よ
く
揃
っ
て
い
る
。

　
「
藩
法
」
と
し
て
は
、
寛
文
四
年
よ
り
延
宝
三
年
に
至
る
御
定
書
・
江
戸
御
定
書
・
同
御
留
守
中
御
定
書
は
、
内
容
的
に
も
施
政
の
具
体
的
な
処
理
規
定
を
記
し

た
も
の
が
多
く
、
藩
政
研
究
に
は
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
基
本
的
史
料
と
言
え
よ
う
。

　
「
職
制
」
に
関
す
る
史
料
は
僅
少
で
、
旧
藩
職
制
と
、
各
部
署
の
勤
用
記
を
収
載
し
た
。

．
前
述
の
よ
う
に
、
本
項
関
係
の
基
本
奥
料
の
大
部
分
は
、
弘
前
図
書
館
所
蔵
文
書
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
と
く
に
こ
れ
に
よ
っ
て
補
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
㈲
　
藩
政
関
係
史
料

　
藩
政
の
基
本
史
料
と
し
て
は
、
み
る
べ
き
も
の
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
一
方
比
較
的
藩
史
類
は
多
く
、
な
か
で
も
、
五
代
信
寿
の
山
口
子
保
一
六
年
に
編
纂
さ
れ
た
官

撰
史
書
「
津
軽
一
統
志
」
　
（
一
〇
巻
）
、
内
藤
官
八
郎
編
「
弘
藩
明
治
一
統
誌
」
　
（
一
七
冊
）
と
、
外
崎
丈
人
編
「
弘
前
藩
記
録
拾
遺
」
「
弘
前
藩
史
草
稿
」
（
四
四
冊
）

等
注
目
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　
「
巡
見
」
の
項
に
収
め
た
史
料
は
、
幕
府
巡
見
で
は
な
く
、
藩
主
及
び
諸
役
人
の
領
内
巡
察
、
あ
為
い
は
廻
郷
関
係
の
も
の
若
干
に
す
ぎ
癒
い
。

　
「
南
部
一
件
」
は
九
代
寧
親
が
、
国
元
へ
の
帰
途
、
南
部
の
下
斗
米
秀
之
進
（
相
馬
大
作
〉
・
良
助
が
、
藩
主
寧
親
を
狙
撃
し
よ
う
と
忍
ん
で
ゼ
る
こ
と
が
発
覚

し
、
急
に
大
間
越
に
道
を
変
え
て
帰
藩
し
、
事
な
き
を
得
た
周
知
の
事
件
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
秀
之
進
は
召
捕
ら
れ
て
江
戸
で
処
刑
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
収
め

た
史
料
は
、
主
と
し
て
事
件
発
生
後
の
も
の
で
、
早
道
（
隠
密
）
に
よ
る
南
部
探
索
と
、
大
作
の
召
捕
．
吟
味
．
処
刑
ま
で
の
津
軽
家
の
動
向
を
示
す
史
料
で
あ
る
。

、
「
戊
辰
戦
争
」
関
係
史
料
は
比
較
的
豊
富
で
、
弘
前
藩
戊
辰
日
記
、
奥
羽
同
盟
、
・
諸
藩
と
の
往
復
文
書
な
ど
興
味
深
い
も
の
が
多
い
。

　
「
戸
口
」
の
項
の
領
分
人
数
改
は
、
藩
よ
り
大
目
付
に
報
告
し
た
天
保
五
－
安
政
五
年
の
控
本
で
あ
り
、
引
藩
校
」
は
九
代
寧
親
の
創
設
し
た
稽
古
館
に
関
す
る

津
軽
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も
の
で
あ
る
。

　
　
⑥
　
藩
財
政
関
係
史
料

　
貸
借
関
係
史
料
の
ほ
か
に
、
あ
ま
り
纒
っ
た
史
料
は
な
い
。
調
達
金
関
係
の
多
く
は
、
狩
谷
液
斉
で
有
名
な
津
軽
屋
三
右
衛
門
を
初
め
、
茨
木
屋
・
鳥
羽
屋
・
鴻

池
等
の
御
用
商
人
に
対
す
る
頼
状
で
、
化
政
期
の
受
払
諸
帳
簿
と
と
も
に
、
藩
財
政
窮
乏
化
の
過
程
を
示
す
史
料
で
あ
る
。

　
「
新
田
開
発
」
。
津
軽
藩
の
新
田
開
発
は
、
す
で
に
藩
政
初
頭
よ
り
積
極
的
に
着
手
さ
れ
、
正
保
二
年
幕
府
に
提
出
し
た
「
津
軽
知
行
高
之
帳
」
（
弘
前
市
立
図
書
館

蔵
）
に
よ
る
と
、
表
高
四
万
五
千
石
に
対
し
五
万
七
干
石
余
の
新
田
高
が
あ
る
。
さ
ら
に
郷
村
帳
〔
エ
ハ
三
〕
　
の
寛
文
四
年
御
改
以
後
（
享
保
二
年
迄
）
の
新
田
高

は
、
．
一
九
万
七
、
三
〇
七
石
と
な
っ
て
い
る
。
本
目
録
に
収
載
し
た
史
料
は
、
ほ
と
ん
ど
文
化
．
文
政
度
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
藩
政
中
期
以
降
の
津
軽
平

野
開
拓
の
一
斑
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
田
畑
開
発
大
都
見
込
調
」
，
「
開
発
場
所
大
都
調
」
を
中
心
に
、
そ
の
開
発
方
法
と
開
発
反
別
・
さ

ら
に
は
そ
の
収
納
に
至
る
ま
で
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
文
化
六
年
郡
奉
行
差
出
の
「
御
郡
在
開
発
方
調
帳
」
に
よ
っ
て
、
藩
政
中
期
の
開
発
情

況
を
み
る
ど
、
七
ケ
年
で
約
一
、
九
八
八
町
余
、
こ
の
仮
高
一
四
、
六
四
九
石
余
と
な
っ
て
お
り
、
い
か
に
新
田
開
発
が
積
極
的
に
行
な
わ
れ
た
か
が
窺
わ
れ
る
・

　
．
の
　
軍
事
関
係
史
料

　
こ
の
項
で
は
、
戦
法
の
具
体
的
史
料
た
る
「
軍
役
」
　
「
備
立
」
を
含
む
「
軍
事
」
、
お
よ
び
「
武
学
」
と
に
大
別
し
た
。

　
「
武
学
」
で
ば
津
軽
藩
は
四
代
藩
主
信
政
が
、
山
鹿
流
兵
法
の
奥
秘
で
あ
惹
「
大
星
伝
」
・
ど
、
小
野
次
部
右
衛
門
に
一
刀
流
免
許
皆
伝
を
ゆ
る
さ
れ
た
ほ
ど
熱
心

で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
、
山
鹿
流
を
始
め
、
山
本
勘
介
流
等
の
兵
書
．
武
術
書
類
が
多
い
。
　
「
兵
法
雄
鑑
」
　
「
武
教
全
書
」
を
始
め
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
兵
書
の

講
談
を
、
信
政
自
ら
筆
記
し
、
覚
書
を
し
た
た
め
た
も
の
も
、
こ
の
項
に
配
列
し
た
。

　
　
⑧
藩
士
関
係
史
料
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藩
士
に
関
す
る
も
の
に
は
、
特
筆
す
べ
き
も
の
が
な
い
．
わ
ず
か
に
藩
主
よ
り
の
知
行
分
状
卓
道
分
限
帳
釜
が
あ
る
・
亮
明
治
編
纂
し
た
鼠
軽
潜

記
伝
類
」
（
九
冊
）
は
、
公
族
（
津
軽
家
の
一
門
）
と
そ
の
夫
人
、
　
藩
士
及
び
文
学
・
兵
学
・
武
術
・
諸
礼
・
孝
義
・
勧
農
・
医
道
・
歌
道
・
芸
道
の
練
達
者
の
列
伝

で
、
こ
と
に
藩
士
の
系
譜
を
知
る
こ
あ
で
き
る
唯
あ
貴
重
奎
料
で
あ
る
の
で
・
こ
の
項
の
「
講
」
鏡
列
し
た
・

　
　
⑨
　
寺
社
関
係
史
料
p

享
和
三
年
の
寺
誌
分
膿
（
七
冊
）
は
、
藩
領
内
の
寺
社
の
縁
起
・
撃
建
箸
知
至
の
量
料
雰
る
・
そ
の
他
は
麿
西
年
以
降
の
募
寺
寺
領

宛
行
状
妙
見
堂
・
津
梁
院
の
作
事
百
沢
寺
（
栞
山
）
宛
の
聖
な
ど
・
直
蓬
主
と
関
係
の
深
い
露
あ
る
寺
社
の
史
料
で
あ
る
・

　
　
⑯
学
芸
関
係
史
料

　
「
学
問
」
は
四
代
藩
主
信
政
が
山
鹿
素
行
の
高
弟
と
し
て
、
古
学
・
軍
学
を
研
究
し
た
結
果
と
み
ら
れ
る
山
鹿
素
行
の
著
述
本
を
含
む
儒
学
関
係
の
書
籍
が
大
宗

を
な
し
、
吉
川
神
道
関
係
の
史
料
も
若
干
散
見
す
る
。
な
お
、
「
茶
道
」
・
「
香
道
」
・
「
歌
道
」
と
も
に
、
こ
の
藩
に
お
い
て
は
藩
侯
の
嗜
好
を
越
え
た
も
の
が
多
い
・

　
　
⑪
　
遊
芸
関
係
史
料

徳
川
時
代
を
通
じ
て
津
軽
は
、
鷹
の
飼
育
讐
ぞ
名
高
い
．
本
項
配
列
の
あ
繧
、
養
鷹
に
関
す
る
貴
重
螢
料
が
あ
久
庭
熊
狩
貧
梨
北
国
な
ら

で
は
の
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
⑫
　
絵
　
図

本
目
録
に
お
い
て
は
、
絵
図
類
肉
容
分
類
宅
そ
摯
れ
の
関
係
習
編
入
し
た
．
例
え
ば
領
内
図
は
嶺
知
」
に
、
屋
激
図
は
「
糞
」
量
敷
舅

新
田
開
発
は
そ
の
項
に
区
分
し
て
収
録
し
た
。
こ
こ
で
は
著
名
な
文
化
の
伊
能
忠
敬
の
ぼ
本
図
（
沿
海
実
測
図
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
に
分
類
し
得
な
い
も
の
、
及
び

他
領
の
地
図
を
纒
め
て
記
載
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

津
軽
家
文
書
解
題

一
〇
七



昭
和
四
十
一
年
三
月
三
十
一
目
　
印
　
　
刷

昭
和
四
十
一
年
三
月
三
十
一
目
　
発
　
　
行

　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
品
川
区
豊
町
一
丁
目
十
六
番
の
十
号

　
　
　
　
　
漢
瀦
　
　
吏
　
料
　
館

　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
江
戸
川
区
西
小
岩
三
の
六
番
の
三
号

　
　
　
　
　
印
刷
者
　
　
依
田
東
文
堂
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